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松
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松
村
正
義
氏
学
位
請
求
論
文
審
査
報
告

　
松
村
正
義
氏
の
提
出
論
文
「
戦
時
広
報
外
交
の
研
究
i
I
日
露
戦
争
に
お
け

る
金
子
堅
太
郎
ー
」
の
構
成
は
、
次
の
通
り
で
あ
る
。

　
序第

一
部
金
子
の
使
命

　
第
一
章

　
第
二
章

　
第
三
章

　
第
四
章

　
第
五
章

第
二
部

　
第
一
章

　
第
二
章

　
第
三
章

　
第
四
章

　
第
五
章

　
第
六
章

第
七
章

政
府
の
内
命

米
国
の
厳
正
中
立

開
戦
当
初
の
米
国
人
の
対
目
感
情

ル
ー
ズ
ベ
ル
ト
と
の
交
誼

広
報
「
活
動
ノ
本
拠
」

金
子
の
活
動
と
画
期
的
演
説

武
士
道
精
神
と
騎
士
道

寓
意
的
演
説
法

ロ
シ
ア
か
ら
の
一
時
的
広
報
攻
勢

外
債
募
集
へ
の
支
援

キ
リ
ス
ト
教
国
対
異
教
国
説

監
視
す
べ
き
ド
イ
ツ
の
動
静

セ
ソ
ト
・
ル
イ
ス
万
国
博
覧
会

　
第
八
章

第
三
部

　
第
一
章

　
第
二
章

　
第
三
章

　
第
四
章

　
第
五
章

第
四
部

　
第
一
章

　
第
二
章

　
第
三
章

　
第
四
章

第
五
部

　
第
一
章

　
第
二
章

　
第
三
章

　
第
四
章

　
第
五
章

　
第
六
章

　
第
七
章

　
第
八
章

　
第
九
章

第
六
部

一
〇
八
　
　
（
二
二
二
八
）

　
ハ
ー
バ
ー
ト
大
学
同
窓
会

黄
禍
論
の
防
止

　
ロ
シ
ア
軍
艦
、
中
立
国
遁
入
問
題

　
外
国
新
聞
特
派
員

　
財
政
広
報
の
積
極
化

　
金
子
の
論
文
『
黄
禍
ハ
日
本
ノ
黄
金
時
期
ナ
リ
』

　
ロ
シ
ア
大
使
カ
シ
ニ
ー
伯
爵
の
苦
悶

戦
局
の
推
移
と
外
交
の
展
開

　
首
都
ワ
シ
ソ
ト
ン
と
文
化
講
演

　
ド
イ
ツ
皇
帝
か
ら
の
重
要
親
書

　
ロ
シ
ア
に
対
す
る
革
命
煽
動
の
密
使

　
ロ
シ
ア
自
由
友
誼
会

使
命
の
成
功

交
際
の
季
節

イ
ェ
ー
ル
大
学
シ
ソ
ポ
ジ
ュ
ー
ム

「
日
本
ノ
最
良
友
」
ル
ー
ズ
ベ
ル
ト

戦
後
の
極
東
問
題
に
高
ま
る
関
心

奉
天
会
戦
の
捷
利

ル
ー
ズ
ベ
ル
ト
の
不
変
的
好
意

力
ー
ネ
ギ
ー
・
ホ
ー
ル

軍
人
読
法
七
ヵ
条

日
英
同
盟
礼
賛
論

親
日
感
情
の
高
潮
と
反
動



第
一
章

　
第
二
章

　
第
三
章

　
第
四
章

　
第
五
章

第
七
部

　
第
一
章

　
第
二
章

　
第
三
章

　
第
四
章

第
八
部

　
第
一
章

　
第
二
章

付
録

マ
ウ
ン
ト
・
バ
ー
ノ
ソ
ヘ
の
郊
遊

親
日
的
米
婦
人
の
協
力

吉
兆
－
大
統
領
の
狩
猟
－

変
兆
ー
潮
流
に
変
化
の
兆
－

日
本
海
海
戦
の
大
捷

　
ポ
ー
ツ
マ
ス
講
和
会
議
と
金
子
の
秘
匿
的
行
動

　
　
広
報
活
動
の
停
止

　
　
金
子
の
新
任
務
ー
「
連
鎖
ノ
任
」

　
　
窮
境
に
立
つ
日
本
全
権
団

　
　
辛
う
じ
て
の
講
和
成
立

　
米
国
に
お
け
る
日
露
戦
争

　
　
桂
・
ハ
リ
マ
ソ
覚
書
の
破
棄

　
　
米
国
民
と
目
露
戦
争

イ
ェ
ー
ル
大
学
で
生
れ
た
ポ
ー
ツ
マ
ス
講
和
条
約
の

「
元
」
型

　
本
論
文
は
、
目
露
戦
争
外
交
史
の
中
で
、
従
来
未
開
拓
の
領
域
で
あ
つ
た
広
報

外
交
に
焦
点
を
集
注
し
た
研
究
で
あ
る
。
わ
が
国
に
お
け
る
日
露
戦
争
は
総
じ

て
、
軍
事
史
、
戦
略
史
、
な
い
し
は
外
交
史
に
重
ぎ
が
お
か
れ
、
対
象
を
戦
闘

戦
局
に
限
つ
た
戦
争
史
か
、
開
戦
講
和
を
対
象
と
し
た
外
交
交
渉
史
が
多
く
、

ま
た
最
近
の
研
究
は
、
戦
争
史
そ
の
も
の
よ
り
も
、
目
露
戦
争
の
性
質
を
め
ぐ

る
論
争
史
と
い
う
形
で
進
め
ら
れ
て
来
た
。
そ
こ
に
は
、
軍
事
戦
闘
面
で
は
、

谷
寿
夫
著
「
機
密
日
露
戦
史
」
、
外
交
接
渉
面
で
は
、
外
務
省
編
纂
の
「
小
村
外

交
史
」
の
如
き
価
値
高
い
も
の
が
あ
る
が
、
戦
時
中
の
対
外
活
動
に
つ
い
て

　
　
　
松
村
正
義
氏
学
位
請
求
論
文
審
査
報
告

は
、
財
政
面
に
お
け
る
高
橋
是
清
、
謀
略
工
作
面
に
お
け
る
明
石
元
二
郎
た
ど

に
注
目
し
た
も
の
が
あ
る
に
拘
ら
ず
、
対
外
広
報
面
に
お
い
て
は
、
殆
ん
ど
見
る

べ
き
研
究
が
行
わ
れ
て
い
な
か
つ
た
。
こ
の
よ
う
な
空
白
部
分
を
う
め
る
も
の

と
し
て
、
ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
金
子
堅
太
郎
の
戦
時
広
報
外
交
と
い
う
重
要
な

側
面
に
、
適
確
精
密
な
照
射
を
あ
て
た
研
究
が
本
論
文
で
あ
る
。

　
こ
の
戦
時
広
報
外
交
に
つ
い
て
は
、
西
欧
諸
国
に
お
い
て
風
に
と
り
あ
げ
ら

れ
て
居
り
、
殊
に
ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
目
露
戦
争
の
研
究
は
、
戦
争
史
よ
り
も

戦
争
宣
伝
の
側
面
が
重
視
さ
れ
て
、
日
露
戦
争
は
中
立
国
に
お
い
て
世
論
を
か

ち
と
る
た
め
の
闘
争
の
好
先
例
と
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。
こ
の
点
に
お
い
て

本
論
の
筆
者
は
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
総
領
事
館
の
広
報
文
化
担
当
領
事
と
し
て
三

年
半
に
わ
た
る
在
勤
時
代
自
ら
米
国
東
部
各
地
に
目
本
紹
介
を
試
み
た
実
践
活

動
を
通
じ
て
、
日
露
戦
争
当
時
の
金
子
堅
太
郎
が
セ
オ
ド
ア
・
ル
ー
ズ
ベ
ル
ト

大
統
領
と
の
親
交
を
主
軸
に
し
て
対
日
友
好
世
論
形
成
の
た
め
東
奔
西
走
し
た

実
績
を
追
跡
調
査
し
、
そ
の
現
地
に
足
を
運
ん
で
資
料
を
収
集
検
査
し
た
結

果
、
豊
富
貴
重
な
材
料
を
入
手
し
て
帰
国
し
た
の
で
あ
る
。
筆
者
は
、
帰
国
後

も
金
子
研
究
を
続
行
し
、
外
務
省
外
交
史
料
館
、
国
会
図
書
館
憲
政
資
料
室
に

お
い
て
裏
付
け
資
料
を
探
索
し
ま
た
内
外
の
関
係
者
と
連
絡
交
信
を
重
ね
て
、

そ
の
業
績
を
確
認
整
理
す
る
こ
と
八
年
に
し
て
、
本
論
文
を
ま
と
め
上
げ
た
の

で
あ
る
。

　
右
の
内
容
は
、
八
部
四
二
章
、
原
稿
千
五
百
枚
に
及
び
、
印
刷
し
て
五
七
八

頁
の
彪
大
な
も
の
で
あ
る
の
で
、
逐
次
紹
介
す
る
こ
と
を
避
け
、
そ
の
大
要
を

摘
記
す
る
に
と
ど
め
れ
ば
、
左
の
如
く
で
あ
る
。

一
〇
九
　
　
（
コ
一
三
九
）



　
　
　
松
村
正
義
氏
学
位
請
求
論
文
審
査
報
告

　
一
、
冒
頭
ま
ず
第
一
に
、
日
露
戦
争
の
背
景
か
ら
説
き
起
さ
れ
、
そ
の
困
難

な
国
情
を
弁
え
た
伊
藤
博
文
か
ら
英
米
依
存
の
基
本
線
上
に
米
国
味
方
化
と
い

う
重
大
使
命
を
金
子
が
要
請
さ
れ
た
事
情
が
明
ら
か
に
さ
れ
る
。
そ
れ
は
、
日

本
の
軍
事
的
、
財
政
的
能
力
の
限
界
を
知
つ
て
、
米
英
両
国
民
の
世
論
を
何
と

し
て
も
目
本
に
好
転
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
事
情
が
あ
つ
た
か
ら
で
あ
る
。

　
伊
藤
か
ら
米
国
の
対
目
世
論
親
善
化
工
作
を
懇
請
さ
れ
た
金
子
は
、
結
局
成

功
の
自
信
淡
な
い
ま
ま
に
応
諾
し
て
、
明
治
三
七
年
二
月
二
四
日
、
こ
れ
ま
た

外
債
募
集
と
い
う
重
大
使
命
を
帯
び
て
渡
航
す
る
高
橋
是
清
と
同
船
し
て
米
国

に
向
う
。
こ
れ
は
、
筆
者
が
外
交
史
料
館
に
あ
る
文
書
か
ら
発
見
し
た
も
の
で

あ
る
が
、
両
者
が
同
じ
サ
イ
ベ
リ
ア
号
で
渡
米
し
た
こ
と
に
双
方
と
も
言
及
し

て
い
な
い
の
は
何
故
で
あ
る
か
と
い
う
問
題
が
あ
る
。
そ
れ
は
、
講
和
を
終
え

て
帰
国
直
後
に
、
小
村
が
桂
・
ハ
リ
マ
ン
協
定
覚
書
を
破
棄
し
た
こ
と
と
関
連

す
る
と
い
う
重
大
指
摘
で
あ
る
が
、
こ
れ
は
後
述
さ
れ
る
通
り
、
外
交
史
上
従

来
全
く
究
明
さ
れ
て
い
な
か
つ
た
所
で
あ
る
。

　
二
、
渡
米
後
の
活
動
は
、
ま
ず
ル
ー
ズ
ベ
ル
ト
大
統
領
と
の
接
近
か
ら
始
め

ら
れ
る
が
、
そ
の
由
来
を
明
ら
か
に
し
つ
つ
、
急
速
な
親
交
関
係
が
進
展
し

て
、
同
大
統
領
の
惜
し
み
な
い
協
力
を
招
く
経
過
が
綿
密
適
切
に
述
べ
ら
れ

る
。
首
都
ワ
シ
ン
ト
ン
に
赴
い
て
大
統
領
に
表
敬
す
る
け
れ
ど
も
、
「
将
来
欝

画
運
動
ス
ベ
キ
方
面
ハ
、
合
衆
国
政
府
二
在
リ
ト
謂
ハ
ン
ヨ
リ
寧
ロ
米
国
人
民

総
体
二
在
ル
ヲ
以
テ
、
政
治
ノ
中
枢
地
ヲ
捨
テ
テ
民
心
饗
背
ノ
焦
点
、
輿
論
発

作
ノ
枢
地
ヲ
取
ル
」
必
要
が
あ
る
と
し
て
、
首
都
で
な
く
大
民
問
都
市
ニ
ュ
ー
ヨ

ー
ク
に
自
己
の
事
務
所
を
開
設
す
る
。
金
子
の
広
報
技
術
は
、
新
聞
を
買
収
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
一
〇
　
　
（
二
二
三
〇
）

る
よ
う
な
こ
と
は
全
く
せ
ず
、
む
し
ろ
大
学
、
協
会
、
ク
ラ
ブ
な
ど
の
世
論
を

つ
く
り
出
す
知
識
層
の
招
待
に
積
極
的
に
応
じ
て
、
〃
多
数
の
人
に
面
会
す
る

人
”
に
面
会
す
る
と
い
う
、
い
わ
ぽ
オ
ピ
ニ
オ
ン
・
リ
ー
ダ
ー
層
と
接
触
す
る
方

法
を
と
つ
た
の
で
あ
る
。
ま
た
、
新
聞
雑
誌
に
も
進
ん
で
寄
稿
し
て
、
新
聞
記
者

と
の
接
触
或
は
情
報
交
換
を
怠
ら
な
か
つ
た
。
そ
の
適
例
と
と
し
て
、
四
月
一
四

日
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
ユ
ニ
バ
ー
シ
テ
ィ
ク
ラ
ブ
及
び
同
二
八
日
ボ
ス
ト
ソ
の
ハ

ー
パ
ー
ト
大
学
に
お
け
る
演
説
は
大
成
功
を
収
め
、
以
後
の
広
報
活
動
は
軌
道

に
乗
つ
た
の
で
あ
る
。
そ
の
説
述
話
法
は
、
日
本
側
宣
伝
の
み
で
な
く
、
時
に

敵
側
ロ
シ
ア
提
督
の
戦
死
を
悼
む
と
い
う
武
士
道
精
神
を
発
露
し
つ
つ
説
き
及

ぶ
な
ど
、
事
例
や
文
書
統
計
を
豊
富
に
交
え
て
情
理
に
訴
え
て
聴
衆
に
諄
々
と

説
い
た
の
で
あ
る
が
、
が
つ
て
八
年
に
わ
た
り
米
国
に
留
学
し
た
金
子
の
英
語

力
が
マ
ー
ク
・
ア
ソ
ト
ニ
オ
を
凌
駕
す
る
と
い
わ
れ
た
程
卓
抜
し
た
も
の
で
あ

つ
た
こ
と
も
、
そ
の
好
評
を
博
し
た
一
因
で
あ
つ
た
と
い
え
よ
う
。
金
子
の
広

報
領
域
が
政
治
外
交
に
限
ら
れ
る
こ
と
な
く
、
目
本
人
の
看
過
し
が
ち
な
宗
教

問
題
、
婦
人
問
題
ま
で
及
ん
だ
こ
と
な
ど
も
効
果
を
高
め
た
と
思
わ
れ
る
。
金

子
は
す
で
に
七
十
数
年
前
に
現
代
の
広
報
技
術
を
自
ら
実
践
し
て
い
た
の
で
あ

る
θ　

三
、
従
来
殆
ん
ど
わ
が
国
で
知
ら
れ
て
い
な
か
つ
た
事
実
が
本
論
文
で
指

摘
さ
れ
て
い
る
の
は
、
金
子
が
明
治
三
七
年
十
月
、
ポ
ー
ツ
マ
ス
会
議
に
遥
か

に
先
立
つ
て
講
和
条
約
に
つ
い
て
準
備
を
始
め
て
い
た
こ
と
で
あ
る
。
そ
れ

は
、
講
和
条
約
の
元
型
と
も
な
る
べ
き
情
報
の
入
手
で
あ
つ
た
。
金
子
は
、
イ

ェ
ー
ル
大
学
の
教
授
陣
か
ら
、
彼
等
が
行
つ
た
対
露
講
和
条
件
に
関
す
る
シ
ン



ポ
ジ
ュ
ー
ム
の
結
果
を
受
取
つ
た
の
で
あ
る
が
、
そ
の
通
報
が
後
に
影
響
を
当

路
者
に
及
ぽ
し
て
、
領
土
問
題
と
償
金
問
題
が
講
和
の
絶
対
条
件
か
ら
相
対
的

条
件
に
変
更
さ
れ
る
こ
と
に
な
つ
た
と
思
わ
れ
る
。
こ
れ
を
、
本
論
文
の
筆
者

は
、
イ
ェ
ー
ル
大
学
ス
タ
ー
リ
ソ
グ
記
念
図
書
館
と
外
務
省
外
交
史
料
館
の
双

方
所
蔵
文
書
か
ら
発
掘
し
た
の
で
あ
る
。

　
四
、
講
和
会
議
開
催
以
後
、
金
子
は
小
村
全
権
の
登
場
と
共
に
後
面
に
退

く
。
す
な
わ
ち
、
表
向
き
の
広
報
活
動
を
停
止
し
、
た
だ
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
に
引

続
き
留
ま
つ
て
ポ
ー
ツ
マ
ス
の
小
村
と
オ
ー
ス
タ
ー
・
ベ
イ
の
ル
1
ズ
ベ
ル
ト

と
の
問
を
と
り
も
つ
隠
密
な
「
連
鎖
ノ
任
」
に
つ
く
の
で
あ
る
。
こ
こ
に
、
そ

れ
ま
で
米
国
民
の
八
○
パ
ー
セ
ソ
ト
以
上
を
親
日
化
さ
せ
る
こ
と
に
成
功
し
た

金
子
の
退
場
と
反
対
に
、
開
戦
以
来
米
国
世
論
に
不
評
を
買
つ
て
い
た
ロ
シ
ア

が
、
ウ
ィ
ッ
テ
全
権
を
送
り
、
そ
の
巧
妙
な
新
聞
操
縦
に
よ
つ
て
瞬
く
間
に
米

国
世
論
を
親
日
か
ら
親
露
へ
と
大
き
く
転
換
す
る
こ
と
に
な
る
。
金
子
が
講
和

会
議
期
間
中
広
報
活
動
を
行
わ
な
か
つ
た
こ
と
は
惜
し
ま
る
べ
き
で
あ
る
。

　
五
、
ポ
ー
ツ
マ
ス
の
講
和
成
立
後
、
帰
朝
し
た
小
村
が
桂
・
ハ
リ
マ
ン
覚
書

を
破
棄
し
た
こ
と
は
周
知
の
事
実
で
あ
る
が
、
そ
の
背
後
事
実
を
本
論
文
は
実

証
的
に
解
明
し
て
い
る
こ
と
は
、
注
目
に
値
す
る
。
鉄
道
王
ハ
リ
マ
ン
の
資
本

的
後
楯
に
は
、
高
橋
是
清
の
外
債
募
集
に
非
常
な
協
力
寄
与
を
し
た
金
融
業
者

シ
フ
商
会
が
あ
り
、
こ
れ
と
激
し
い
競
争
関
係
に
あ
つ
た
モ
ル
ガ
ソ
財
閥
系

銀
行
家
モ
ン
ト
ゴ
メ
リ
ー
・
ル
ー
ズ
ベ
ル
ト
は
、
大
統
領
を
通
じ
て
金
子
と
連

繋
を
も
つ
て
い
た
の
で
あ
る
。
桂
・
ハ
リ
マ
ン
覚
書
の
中
絶
は
結
局
、
ハ
リ
マ
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ン
・
シ
フ
・
高
橋
の
線
に
対
し
て
モ
ン
ト
ゴ
メ
リ
ー
・
ル
ー
ズ
ベ
ル
ト
・
金
子

の
側
が
勝
利
し
た
こ
と
を
意
味
し
、
そ
の
結
果
と
し
て
、
高
橋
と
金
子
の
間
に

感
情
的
齪
難
を
来
し
た
わ
け
で
あ
る
。

　
六
、
日
露
戦
争
は
、
単
に
軍
事
面
、
外
交
交
渉
面
、
財
政
（
外
債
募
集
）
面
、
或

は
謀
略
工
作
面
だ
け
で
な
く
、
中
立
国
に
対
す
る
友
好
世
論
形
成
と
い
う
広
報

面
で
も
、
目
露
間
で
激
し
く
戦
わ
れ
た
戦
争
で
あ
つ
た
、
特
に
金
子
の
使
命
は
、

米
国
世
論
の
対
日
友
好
化
を
背
景
に
し
て
、
そ
の
個
人
的
接
触
を
生
か
し
な
が

ら
ル
ー
ズ
ベ
ル
ト
大
統
領
を
講
和
の
斡
旋
者
と
し
て
と
り
こ
む
こ
と
に
あ
り
、

金
子
は
そ
れ
に
見
事
に
成
功
し
た
の
で
あ
る
。
い
わ
ば
、
極
東
に
お
け
る
戦
場

に
お
い
て
の
み
な
ら
ず
、
国
際
政
治
場
裡
に
お
い
て
、
日
露
戦
争
は
、
言
論
戦

に
関
す
る
限
り
、
少
く
と
も
米
国
で
は
日
本
が
ロ
シ
ア
に
優
勝
し
て
い
た
の
で

あ
る
。
こ
の
点
を
顧
み
る
な
ら
ば
、
金
子
の
功
績
は
、
軍
人
の
功
績
に
勝
る
と

も
劣
ら
な
い
の
で
あ
る
。
金
子
は
、
当
時
米
国
に
駐
割
し
た
高
平
公
使
の
よ
う

な
特
命
全
権
公
使
で
も
な
く
、
ま
し
て
正
規
の
大
使
で
も
な
か
つ
た
が
、
そ
の

時
期
に
お
け
る
、
彼
の
行
動
に
着
目
す
る
な
ら
ぽ
彼
こ
そ
は
ま
さ
に
現
代
に
お

け
る
「
広
報
担
当
大
使
」
に
ほ
か
な
ら
な
か
つ
た
と
い
う
べ
き
で
あ
る
。
し
か

も
、
そ
の
ス
ケ
ー
ル
の
大
き
さ
と
い
う
点
か
ら
い
う
な
ら
ば
、
米
国
大
統
領
と

対
等
に
接
触
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
そ
れ
は
今
目
で
は
想
像
出
来
な
い
ほ
ど
卓

抜
し
た
も
の
で
あ
り
、
金
子
の
戦
時
活
動
は
、
日
本
外
交
史
上
空
前
絶
後
の
記

録
で
あ
る
と
い
つ
て
差
支
え
な
い
。

　
こ
の
金
子
の
功
業
は
、
大
山
、
東
郷
、
小
村
な
ど
の
蔭
に
か
く
れ
て
、
そ
れ

は
注
目
を
浴
び
る
こ
と
が
な
か
つ
た
が
、
し
か
し
そ
れ
は
、
目
露
戦
争
を
勝
利
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に
導
い
た
要
因
と
し
て
、
決
し
て
無
視
す
る
こ
と
の
出
来
な
い
も
の
で
あ
る
。

　
提
出
論
文
は
、
日
露
戦
争
に
お
け
る
金
子
堅
太
郎
に
焦
点
を
あ
て
て
そ
の
対

外
広
報
活
動
を
縦
横
に
分
析
し
た
も
の
で
あ
り
、
そ
れ
は
、
日
露
戦
争
研
究
の

一
角
に
新
機
軸
を
う
ち
た
て
た
と
い
う
こ
と
が
出
来
る
。
そ
の
視
座
は
適
確
で

あ
り
、
実
証
資
料
の
収
集
検
討
は
極
め
て
豊
富
周
到
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら

そ
の
素
材
探
求
が
広
汎
に
わ
た
る
余
り
、
平
俗
な
事
例
を
か
か
げ
す
ぎ
た
嫌
い

が
あ
る
。
そ
の
た
め
、
論
旨
明
快
と
な
つ
た
反
面
、
そ
の
表
現
形
式
に
お
い
て

軽
妙
に
走
り
す
ぎ
た
こ
と
が
認
め
ら
れ
る
。
し
か
し
か
か
る
蝦
疵
は
、
全
体
と

し
て
の
本
論
文
の
価
値
を
損
う
も
の
で
は
な
い
。
こ
の
提
出
論
文
は
、
わ
が
国

に
お
け
る
戦
時
広
報
外
交
と
い
う
前
人
未
踏
の
分
野
を
開
拓
し
た
先
駆
的
意
義

を
も
つ
の
み
な
ら
ず
、
日
露
戦
争
外
交
史
に
お
い
て
、
未
知
の
部
分
を
開
示
し
、

新
資
料
を
発
見
し
た
独
創
的
研
究
と
し
て
、
外
交
史
学
に
対
す
る
寄
与
を
高
く

評
価
す
る
こ
と
が
出
来
る
。
こ
こ
に
、
本
論
文
の
学
問
的
価
値
を
認
め
、
松
村

正
義
氏
が
、
法
学
博
士
（
慶
鷹
義
塾
大
学
）
の
学
位
を
授
与
さ
れ
る
に
適
格
で
あ

る
と
認
定
す
る
。
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